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令和5年10月25日

公益財団法人いきいき岩手支援財団

理事長 菊池 正勝

関 係 各 位

令和5年度第1回介護ロボット導入オンライン研修会(Z○○m)の開催について(御案内)

時下、ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。

当財団の事業運営につきましては日ごろより格別の御理解と御協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。

当財団では厚生労働省の事業であります「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構

築事業」を受託し・本県を含む宮城県、山形県を担当エリアとする相談窓口業務を実施しているところ

さて、この度当財団では、介護施設等介護ロボットの効果的な導入及び活用推進を図るため、別添要

領により標記研修会をオンライン(Z○○m)で開催することとしました。

つきましては業務御多用のことと存じますが、今後介護ロボットの導入をお考えの施設様、すでに

導入しているがうまく使いこなせていないと感じている介護施設の皆様にぜひ御参加いただければ幸い

なお、参加につきましては、別紙チラシを御参照のうえ上臆臆臆1月1臆臆6自体ユ臆臆玉里にお申し込み願いま
す。

記

1 添付資料

(1) ‾令和5年度第1回介護ロボット導入オンライン研修会(Z○○m)」要領及びチラシ

(ホームページ参照)

(2) ’介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業」試用貸出一覧

当事業の概要等は、曲二重喧羊z.Or.jpIi垣並 をご確認ください。

担当: (公財)いきいき岩手支援財団

高齢者総合支援センター

玉山・及川・昆

Eし:O19-625-7490

即しⅩ:O19-625-7494

Mail :垂robo@silverz.蛙jJ2



令和5年度 第1回

介護ロボット導入オンライン研修会(Z○○m)開催要領

1 目的

高齢者がますます増加する中で、国では総合的な介護人材確保の取り組みとして、介護ロボッ

ト・ IC丁等のテクノロジーの活用の推進を図っています。

令和2年度から厚生労働省の事業である「介護ロボット相談窓口」を設置していますが、この

たび介護ロボット導入をお考えの介護施設やすでに導入しているがなかなかうまく使いこなせ

ていないと感じている介護施設職員を対象に研修会を開催することとしました。

本研修会は、介護事業所等の経営戦略として、テクノロジーの導入を進め、生産性と働きがい

を向上していくことの大切さを学ぶことを目的としています。

2 主催

公益財団法人いきいき岩手支援財団(岩手県高齢者総合支援センター)

株式会社丁RAPE

3 参加対象者

今後、介護ロボットの導入を予定している介護施設及び現に介護ロボットを導入しているもの

の種々の課題に対し、解決に向けた方策を考えている介護施設の管理者、介護職員等

4 日時及び内容

(1)日時

令和5年11月2〇日(月) 14:○○-16:○○(受付:13:3〇一)

(盆 内容

別紙1のとおり

5 オンライン(Z○○m)参加留意事項

パソコン、タブレット、スマートフォン等の情報機器は各自で準備してください。また、通信

料等は各自で負担してください。

なお、参加者には、申込いただいたメールあてに、 」臆臆1月17日(金)臆臆までにUR」等の連絡

をします。前日になっても連絡がない場合は、お手数ですが事務局までご連絡ください。

また、申込内容の個人情報は、本研修会の目的の範囲内に限定し利用しますので、御了承くだ

さい。

6 申し込み・問い合わせ

別添チラシの申込書にご記入のうえ、下記のメールアドレスに1 1月1 6日(木)まで
にお申し込みください。

UR」 : http://www.silve「z.or.jp/ikrobo/

Mail : ik「obo@sil>e「乙O出塁

電話:019-625-7490 FAX:019-625-7494

【担当:高齢者総合支援センター玉山・及川・昆】



研 修 会 日 程

別紙1

日時:令和5年11月2〇日(月)14:00-16:00(入室:13:3〇一) 

時 間 内 容 

13:30-14:○○ 受 付(入 室) 

14:00̃14:05 【開会・オリエンテーション】 

14:05-14:15 (1〇分) 
【事業説明】 「介護ロボットプラットフォーム事業について」 

公益財団法人いきいき岩手支援財団 

介護ロボットプラットフォーム事業 岩手相談窓口担当 

14:15′-15:10 (55分) 

【講演】 「経営戦略としての介護生産性向上」 

講師 株式会社TRAPE 

代表取締役 鎌田 大啓 氏 

15:10′→16:○○ 
【実践ワークショップ】 「事業所のありたい姿と現状把握」 

(50分) 「生産性向上で成果を出すための経営者の役割」 

講師 株式会社丁RAPE 

代表取締役 鎌田 大啓 氏 

16:00′- 【閉会・アンケート記入】 

※都合により内容が-部変更になる場合がありますのであらかじめご了承ください。 



令和5年度 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

帯幅 介護ロボット導入研修会
岩手県高齢者総合支援センターでは・令和2年度から厚生労働省の事業である「介護ロボット相

談窓口」を設置していますが・このたび介護生産性向上を目的とした研修会を介護施設様を対象
に下記のとおり研修会を開催することとしました。

本研修会は介護事業所の経営戦略として、テクノロジーの導入を進め、生産性&働きがいを
向上していくことの大切さを学ぶことを目的としています。

外部環境が大きく変化し、ロボット・ iC丁、科学的介護、働き方改革など様々なフレーズが飛び

交う今・これからの介護経営や現場にとって大事な要素を学び、ともに実践していただく仲間を
求めています。ぜひこの機会にご参加ください。

日時 日02月l一l年⊃和合

オンライン開催 ※Zo。mを使用しますo

13:30̃ 受付開始(Z○○mログイン開始)

14‥00-14:05開会・オリエンテーション

14‥05̃14‥15事業説明「介護ロボットプラットフォーム事業について」岩手相談窓口担当

14:15̃15二10講演

「経営戦略としての介護事業における生産性向上」

1 5‥1 0̃1 6‥窪諜号詫言急詫」
「生産性向上で成果を出すための経営者の役割」

16二00閉会"アンケート記入

二‾臨 書臆二軍療二二

鎌田 大啓(かまたともひろ)氏
株式会社TRAPE代表取締役

厚生労働省の推進する介護現場の生産性&働きがい向上、介護IC丁導

などに関して豊富な実車を有しており、本事業においてモデルとなる

青
笹事業所への伴走支援も担当。

(公財)いきいき若手支援財団 岩手県高齢者総合支援センター

お問い合わせ先: TEし:019-625-7490

MAIL : ikrobo@silverz. or.jp

所在地:岩手県盛岡市本町通3丁目19-1岩手県福祉総合相談センター3階

サイト: http://ww.silverz.or.jp/ikrobo/



申込方法 mail : ikrobo Siiverz.or。 に本申込書記載の上送付

醒 申込期限 令和5年11月16日(木)まで 薩田

申込事業所情報 

法人名・ 事業所名 
担当者名 

住所 
〒 

電話番号 
ー 

FAX番号 

参加者情報 
) ( i 

参加者 参加者 

〈メールアドレス等 i 
氏名 役職 

申込時アンケート

1.今回の研修会参加のきっかけは?
(1つ)

ロ現場に課題が多くなんとかしたい
□業務改善を始めたい

2.業務改善活動をしたことがあります
か? (1つ)

ロある(上手くいった)

□ある(現在取組み中)
ロ業務改善を始めたが上手くいってい □ある(上手くいかなかった)
ない

□ iC丁Iロボット導入を行いたい

口その他(以下に記入)

4.業務改善の成果を出すには何が必要で
すか? (2つまで選択)

□経営層のコミットメント

ロミドルリーダー層の頑張り
□現場スタッフの頑張り

ロ外部専門家による伴走支援
ロその他(以下に記入)

□ない(これから取組む予定)

ロない(検討中)

5.業務改善にかかわる助成金・補助金を

活用したことがありますか? (1つ)

ロある(IC丁lロボット導入)

ロある(業務改善支援)

□ない(これから活用したい)

□ない(活用予定はない)

3.厚労省の生産性向上ガイドラインにつ
いて(1つ)

ロ役立った

口語んだがそれだけでは上手く取り組
めない

ロまだ読んでいない

6.都道府県の基金を用いた業務改善支援事
業専門家要用の112補助など)について

(該当をすべて選択)

□自分の地域で支援事業があるかどうか知
っている

□自分の地域で積極的に支援事業を行って
ほしい

□事業所単位での支援なら積極的に申込み
たい

ロ地域のモデルとなるための支援なら積撞
的に手上げしたい

ロ特にいま必要とはしていない

<講師への質問など> 

本研修は・ (公財)いきいき岩手支援財団岩手県高齢者総合支援センターが主催し、受託者である株式会社丁孤P巨と共催して事務局
を務めています。

ご記入いただきました情報は、必要なセキュリティ管理のもと、本研修の目的の範囲内にて限定して利用します。


